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である。単純に考えれば 4 年半だが、休日や 1 日 6 時間
の確保に厳しい場合を考慮すると 6 年くらいだろうか。
小学校の年数である。もし中学校の 3 年を加えれば誰し
もが一流の教育成果を発揮する生徒となる理屈になる
が、現実はそうではない。芸術やスポーツの一流を目指
すモチベーションと義務教育への参加は比較対象になら
ないので机上の空論となることは必至であるが、何か考
えさせられるものがある。
理屈的にいえば義務教育が終わるころには、子どもは
本来的には基礎学力のマスターとなり、高等教育へ向か
う資質・能力に長けた逸材となるはずだ。しかしながら
現実はそうではない。落ちこぼれる、登校拒否となる、
そこまでいかずとも同級生への劣等感に悩む。やらされ
ている感が強い学校教育で、進んで取り組む、流行りの
ことばで言うところの主体性をいかに育むかがキーとな
りそうだ。主体性は個の学びが主体となって学習習慣や
情緒を伸ばすことが原点であると思うので、無難な集団
活動よりも個が関心を持つことに集中させることに最初
は注力することが必要ではないか。「主体的な学び」の
重要性が問われるが、そもそも主体的になるためには学
習者個々の学びに対する目的やモチベーションが存在し
ない段階では意味をなさないだろう。
米国のTEDカンファレンスは学術・エンターテイン
メント等の分野で功績のある人物が講演することで有名
だが、5 年ほど前にスーザン・ケイン氏が登壇した。同
氏は「内向的な人が秘めている力」というタイトルで講
演し、自身のハイスクール時代のキャンプでの集団活動
を話題にした。家族ぐるみで読書習慣があり、キャンプ
でも友人と読書を楽しむことを想像した彼女の期待は裏
切られ、パーティー等で騒ぐことを強いられた時間だっ
たという。彼女はその例から、欧米では社交的で人の前
に先んじて出ることが美徳と思われがちだが、内向的な
人も存在し、彼らの力をもっと引き出すべきだと主張す
る。学校や職場が外交的な人向けにつくられていること
への疑問を指摘し、思考力を育む作文でさえもグループ
作業に委ねる風潮に警鐘を鳴らした。一弁護士の体験と
主張であるが、日本の教育もそのようなグループ作業に
傾倒する傾向がある中、個の思考力を伸ばすために一人
で集中することの重要さを今一度見直すことも必要なの
ではないかと改めて考えさせられる。
平成29年 3 月公示の学習指導要領では、資質・能力
を一層確実に育成することを説く。道徳教育の充実や体
験活動の重視、体育・健康に関する指導の充実、豊かな
心や健やかな体を育成すべきとの考え方を示した。とて
も賛同したい内容である。しかしながら同要領に対する
パブリックコメントでは、総合的な学習時間70時間の
うち15時間を外国語、外国語活動に割り当てることに
対して批判的な意見が出されている例からも、先ほどの
育成の考え方と方向がやや異なることには疑問を感じ
る。また資質・能力を規定することなどは自由な成長を
侵しかねないとの厳しい意見もあった。国の教育方針を
否定するつもりはないが、国まかせの私たちが正すべき
姿勢はないだろうか。子どもと関わる時間が激減する現
代社会の家庭のあり方、結果を重視する視点が成長段階
の子どもたちに及ぼす影響、集団活動に埋もれる個の学
びの重要性など、一人一人が自分と向き合って学ぶ真の
主体的学びを真剣に考えてみたいものである。
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5	25年間のおわりに
最後に私的なことであるが、25年間奉職した目白学
園・目白大学を今年度末で退職する。自己都合退職であ
るので、同僚や所属組織に迷惑をお掛けすること至極で
あり、お詫びの気持ちしか思い至らないのが正直なとこ
ろである。身勝手な都合を置いて強いて述べれば、自身
の教育者としての活動は達成には程遠かった。その間に
関わってくれた学生諸氏には本当に申し訳ないと思う。
ただし、稚拙ながらもよりよい教えを目指したい、社会
に羽ばたく直前の学生に何かを掴んでほしいという気持
ちでもがき苦しんだことは率直な思いであり、それは最
後の日まで続く。
2002年 4 月から現在の社会情報学科に配属後、ゼミ
学生の資質・能力向上に特に力を注いだ。学生との対話
を第一に考えて、ゼミ授業以外でも個別面談授業等を展
開してきたが、最近はその様相も変化してきた。2 年前
までは第一希望のゼミ生のみであったので、自身の専門
分野（デザイン）に興味・関心を持った学生が集い、専
門領域を学びの中心に据えていれば相思相愛の活発なゼ
ミが展開できた。が、この 2 年間は希望順位が低い、も
しくは希望していない学生が集まった。希望を外れた学
生は、所属学科の学びの分野で一番人気があるマーケ
ティング分野から漏れた学生が多かった。私的な職歴と
して前職が企業人であり、宣伝広告やブランドマネジメ
ント部門を担当してきたので、若干のマーケティング、
プロモーション領域に経験があったことで対応ができる
と思ったが、なかなか彼らの資質・能力を十分に引き出
せなかった点は反省とともに深謝するしかない。
一つ感じることは、資質・能力が弱い場合でも時間を
掛ければその芽を伸ばすことができるということであ
る。ただし相当の時間が必要だと感じた。本来ならばそ
のような資質は大学生となる以前に伸ばされていること
が理想であるかもしれない。しかしながら現実を直視す
るならば、どのような時期にあってもそれらにたゆまな
い努力をすることが教育者の務めである。道半ばで途中
退場する身にあっては負け犬の遠吠えだ。
25年間に関わってくれた学生や職場の教職員の方々
には感謝してもし尽くしきれない。この気持ちをここに
留めたいと切に思う次第である。
エッセイでよろしいとの教育研究所のお言葉に甘え
て、本稿が支離滅裂の雑感になった点は読者諸氏にお詫
び申し上げたい。教育研究所の前身である女子教育研究
所時代には、当時の同所が発行する「女子教育」誌の編
集委員を担当させていただいた。当時の編集後記に自分
の名前を見ると研究所にもたいへんとお世話になった記
憶が鮮やかによみがえる。感慨深いものである。
末筆ではあるが、最後までわがままな校正にお付き合
いくださった教育研究所の峯村氏に改めてお礼を述べた
いと思う。
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